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８．『与那国島の手仕事の会』の取組み 

 

実施テーマ 風吹く島のむぬ 

地域名 与那国島 

 

（１）対象商品とその特徴 

１）対象商品 

沖縄県内で採れる土を原料に日常使い食器類を製造している。 

 

＜山口陶工房＞ 

ポット類  コーヒーカップ類  皿類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売価格 
（税抜） 8,000 円 

販売価格 
（税抜） 2,400 円～ 

販売価格 
（税抜） 1,000 円～ 

卸売価格
（税抜） 4,800 円 

卸売価格
（税抜） 1,440 円～ 

卸売価格
（税抜） 

600 円～ 

使うほど味わいが出るポ

ット 

シンプルで使いやすい 料理が映えるシンプルな

器 
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＜やまいとぅ工房＞ 

与那国島に自生しているつる性の植物『とうつるもどき』を原料に全て手作業で制作をして

いる。 

手提げ籠  蓋付籠  その他とうつるもどき製品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売価格 
（税抜） 12,000 円～ 

販売価格 
（税抜） 12,000 円～ 

販売価格 
（税抜） 300 円～ 

卸売価格
（税抜） 9,000 円～ 

卸売価格
（税抜） 9,000 円～ 

卸売価格
（税抜） 

200 円～ 

温かみのある形としなや

かさや軽さ 

使う程に艶がでて味わい

が増す 

生活の中に溶け込む天然

素材の小物など 

 

 ＜よなは民具＞ 

与那国島で栽培されているクバ（ビロウ）を原料に全て手作業で製作をしている。 

うぶる  状差し  クバ笠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売価格 
（税抜） 1,000 円～ 

販売価格 
（税抜） 3,400 円～ 

販売価格 
（税抜） 10,000 円～ 

卸売価格
（税抜） 800 円～ 

卸売価格
（税抜） 2,000 円～ 

卸売価格
（税抜） 

6,000 円～ 

昔の水汲みの道具。最近

は花器・菓子入れ・ラン

プシェードなどに使う 

手紙などを入れておく

物。一輪挿しなどをする

と部屋が華やかになる 

与那国式のクバ笠は、竹

の本数が多く丈夫。製作

には多くの日数がかかる 
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２）ブランド等の概要 

 

 

 

 

 

 

に対して               提供することで            を実現する 

 

 

 

 

 

 

                という性格を持った                 ブランドです。 

 

（２）活動報告 

１）展示会 

①京都展示会（10 月８日～11 日） 

関西圏での販路拡大を行うため、関西圏の中でも工芸産業が盛んな京都（栄町画廊（京都

府京都市中京区栄町通御池下ル））での展示会を開催する。直接お客様と接客し、どのような

商品が求められているのか、需要がどの範囲にあるのかを再確認する。 

 

事業者名 成果と気付き 

山口陶工房 このコロナの広がりを見せている時期に、果たしてこの事業を続けてよ

いものか、と悩み話合いをして来ました。それでも私達の京都における展

示会は無事運よく成功に終わることが出来ました。コーディネーターの助

言・アプローチに大いに助けて頂きました。 

＜成果＞ 

・３者合同で出来て、与那国の物作りの多様性を知って頂けた。 

・お客様・画廊オーナーからも次回への声がけを頂いた。 

・事業を通じて作成したパンフレットの評判が良かった。継続して使いた

い。 

・３者とも、次に繋がる取引相手との出会いがあった。 

・貝・サンゴなど、与那国のお土産を多くの方に喜んで頂けた。 

・遠くに出かける事で、地元での展示会も必要と感じられた。 

＜改善点＞ 

・いろいろな展示方法など、頭で描いていたが、陶器制作で忙しく、計画

倒れになった。（具体的には、〇植物を使っての与那国らしさの展示デ

【戦略顧客】 

・沖縄好き 
・手仕事好き 
・離島ファン 

【提供価値】 

・与那国で採れる植物で製作 
・シンプルで使いやすい 
・釉薬に与那国の植物の灰を使う 

【ブランドビジョン】 

・与那国を手仕事の島

にしていくこと 

【ブランドパーソナリティ】 

・島に伝わる手仕事を受け継

ぎ、自然素材の利用価値を高

める 

【ポジショニング】 

・使い捨ての商品が増えてい

く中、暮らしの中に長く寄り

添う 
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ザイン 〇互いの作品コラボ 〇与那国アピールが足りなかった） 

・作品の質の向上をいつも意識的に考え、制作に取り組む事。 

・京都での視野の広がりを今後に生かす。（物作りの優れた地域の京都に

比べ、沖縄はまだまだ比較にはならないが、与那国の良さをうまく表現

できれば、与那国としての地域の魅力では負けていない。） 

・洗練されてないが、土着の温かみが良い 

やまいとぅ工房 今回展示会をした事で、直接見て触れて感じてもらう事で、手作りの物

の温かみなどが伝わり、購買に繋がったと思う。１週間の開催でも何度か

来てくださる方が数名いらしたので、一度来場していただいた方はリピー

ターになってくれると考え、購入頂いた方全てに名刺を渡し、次に繋がる

ようした。 

京都という土地柄かディスプレイとして置いてある沖縄の植物に興味を

持つ方が沢山いらしたので、今後イベントなど参加する時、与那国島の自

然をモチーフにして、人が何か興味を持てるようなディスプレイを心掛け

たい。同時に籠を作る工程をパネルや映像で流すのはどうか、と考えまし

た。 

よなは民具  今回この展示会を通し、与那国を知らない、行った事のない方に与那国

を知ってもらい、与那国で作られている商品を直接見て・触れてもらう事

でネットの中では感じれない商品の良さを感じてもらえたと思います。

又、お客様と直接話しをすることにより、次の商品制作していく上で気を

つけなければいけない点やどのような物が欲しいのかも見えてきました。 

商品価格について、お客様によって「一桁違うのでは？」との声には一

番驚きました。 

今回の展示会で、県内・島内にももっと認知を広めていかなければいけ

ないと感じました。さらに、SNS を利用し、作り手のネットワーク作りも

していかなければいけないと思いました。また、クバの色に興味を持ち生

け花などに使いたいという問い合わせもありさらに植物の広がりがみつか

りました。 

 

＜山口陶工房＞             ＜やまいとぅ工房＞ 
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＜よなは民具＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「りゅう」展示会（２月４日～９日） 

沖縄県内で新規の顧客作りや、他の植物で手仕事している作家さんとの交流のため、沖縄

本島読谷村にある沖縄の民具を扱っている「りゅう」での展示会を行った。 

 

成果と気付き 

お客様と今までしたことのないオンラインにて会話し、新しい交流の形ができた。 

しかし、他の作家さんなどと気軽に話す事は難しく、オンラインの難しさも再確認した。 

 

 

＜「りゅう」での展示会の様子＞ 
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２）ブランドイメージ 

①ロゴ及び販促物の製作 

与那国島や与那国島で採れた原料等で手仕事による商品の製作・販売を行っている当会の

ブランドイメージを分かりやすく伝えるため、ロゴ製作及びそれを活用した販促物の製作を

行った。 

 

成果と気付き 

・手仕事の温かみの印象をもってもらえるデザインを心がけた。 

・与那国の言葉で「まるんな」（協力・助け合い）と言う意味ともかけ合わせることで、「み

んなで力をあわす」事を意識した。 

・似た感じのデザインもあるが「与那国」と誰でも読みやすくした事で認識されやすくなっ

た。 

 

＜製作したロゴ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②冊子の製作 

新しい顧客のお客様に、３者それぞれの良さを伝える事のできるアイテムの一つとして冊子

を製作した。 

成果と気付き 

・冊子になることで、いつもとは違う目線で商品や自分達を見つめ直すことができた。 

・それぞれの得意分野を活かしながら、編集に携わることで次に繋がるスキルアップに繋が

った。 
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＜製作した冊子＞ 
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３）情報発信 

①ＤＭ製作 

私たちの商品をご愛顧いただいている皆様に展示会の開催をお知らせするために、ＤＭ製

作を行った。シンプルに、どんな商品が展示されるか、多くの方に興味をもってもらえるＤ

Ｍ作成を心がけた。 

 

成果と気付き 

商品の写真のバランスと文字のバランスや色合いを決めるにも話し合いを持つことで、会

としてのまとまりが生まれた。 

 

＜製作したＤＭ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


